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Kiyomizu-dera is located on the slope of a mountain. An evacuation warning system for slope failure has been 
operating since 2004, based on rainfall monitoring. To improve the accuracy of rainfall warning, data from 25 rainfall 
events since 1881, with slope failure potential, were examined. Several calculated rainfall indices were considered to 
find the optimum criteria at the Kiyomizu-dera site. The results indicated that, suitable combination of rainfall indices is 
the amount of 12 h of rainfall and cumulative rainfall, the first tank value of soil water index has possibility of 
effectiveness, and short-time half-life of effective rainfall index should be set longer. 

































































図 1 清⽔寺境内図（1989 測量 1/1000 清⽔寺現況平⾯図に縮尺変更加筆） 















































































































































































































































表 1 崩壊時の降⾬特性 
図 5 2013 年崩壊時のハイエトグラフ（現地計測値）
図 4 1999 年崩壊時のハイエトグラフ 
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表 2 対象 25 降⾬イベント 




















空振り数 14 9 7 10
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 ここに、Rt：時刻 t の実効雨量、 rt：時刻 t の時間雨量、t：現象係数、T：半減期の日数、      
t：降り始めからの前日数である。半減期は浸透や貯留特性を表す定数であるため、地盤毎の特性に基づい
た最適な値があると考えられるが、一般には花崗岩地帯の係数を用いた土壌雨量指数算出タンクモデルの貯
留高の推移特性と類似の傾向を示す 1.5 時間と 72 時間を、それぞれ短期、長期の指標として採用することが
多い。半減期 1.5 時間は第 1 タンクに相当し、半減期 72 時間は第 2、第 3 タンクに相当する。ここでは、半
減期 0.5h、1.0h、1.5h、2.0h、3.0h、5.0h、12.0h、24.0h、72.0h（3 日）、168h（1 週間）、366h（2 週間）の
11 ケースを算出し、清水寺に最適な組み合わせを検討する前段として、崩壊発生基準策定に着目し、組合
せによる変化傾向について整理する。長期半減期を一定とし短期半減期を変化させた場合（72h と
0.5h,1.0h,2.0h,3.0h,5.0h の組合せ 5 ケース）を図 8 に、短期半減期を一定とし長期半減期を変化させた場合
（1.5ｈと 12h,24h,72h,168h,336h の組合せ 5 ケース）を図 9 に示す。図の列は、左から 25 降雨イベント全て
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